
 

数学解析 Ⅱ 

Mathematical AnalysisⅡ 

 

教員名 奥原 浩之 

教員連絡先 

(研究室所在地・TEL) 

吹田キャンパス  

 

E-MAIL アドレス  

履修対象 建築工学コース（２年次） 

単位 ２ セメスター ４ 

受講条件 解析学 A-I, A-II、線形代数学 A-I, A-II を履修していることが望ましい。 

授業の教育目的･目標 

他科目との関連 

工学で研究対象となる様々な問題は、多くの場合微分形で数式化することができる。こ
のように 未知な関数の微分を含む方程式は、微分方程式と呼ばれる。微分方程式につ
いての研究は、１７世紀に微分積分学と同時に創始され、求積法に始まって級数法、ラ
プラス変換、反復法、相空間解析と実に膨大な理論が築かれてきた。最近は、計算機の
発展を背景とした数値解法も大きな役割を果たしている。このように数学解析の中で重
要な位置をしめる微分方程式論の基本的な知識を身につける。解法としては、求積法、
反復法、ラプラス変換による解法を主に習得する。これらの解法を理解するとともに、 
各々の解法がどんな型の方程式に適用可能かの判定方法や実際の計算方法を修得する。
同時に、いくつかの具体例を通して、微分方程式を工学の問題に応用する際の手順や留
意すべき事柄についても修得する。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 学習・教育目標 

◎   ○  ○   

テーマ 概要 学習・教

育目標 

１階微分方程式
と求積法（４回）  
 

１階微分方程式と求積法について基本的な知識を身に
付ける。（高度４回） 

ＡＤＦ 

２階微分方程式
と求積法（２回）  
 

２階微分方程式と求積法についての基本的な知識を身
に付ける。（高度２回） 

ＡＤＦ 

定数係数高階線
形方程式（２回）  
 

定数係数高階線形方程式について基本的な知識を身に
付ける。（高度２回） 
 

ＡＤＦ 

定数係数連立線
形方程式（１回）  
 

定数係数連立線形方程式について基本的な知識を身に
付ける。（高度１回） 

ＡＤＦ 

反復法（１回）  
 

反復法について基本的な知識を身に付ける（高度１回）。 ＡＤＦ 

ラプラス変換の
定義と基本性質
（３回） 

ラプラス変換の定義と基本性質について基本的な知識
を身に付ける。（高度３回） 

ＡＤＦ 

外力項をもつ定
数係数線形方程
式とラプラス変
換（２回） 

外力項をもつ定数係数線形方程式とラプラス変換（につ
いて基本的な知識を身に付ける。（高度２回） 

ＡＤＦ 

授業計画・概要 

学期末試験（１
回） 

  

教科書 各講義担当者が決定する。 

参考図書・文献等 各講義担当者が推薦する 

成績評価方法・評価基準 期末試験（詳細は各講義担当者が講義開始時に発表する。） 

オフィスアワー 各担当者が知らせる。 

コメント  

 


